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　区議会の情報も見やすくなりました。
　スマートフォン（多機能携帯電話）で区公式ホームページ
にアクセスしていただくと、案内が表示され、スマートフォ
ン用のレイアウトに切り替わります。パソコン版と同じ情
報をご覧いただけます。ぜひご利用ください。
URL　http://www.city.meguro.tokyo.jp/
＜問い合わせ＞区議会事務局広報係　☎03-5722-9415

区公式ホームページが
スマートフォン対応になりました

区政のここが聞きたい

●詳細は、目黒区議会会議録または区議会ホームページの会議録検索をご覧ください。

一般質問と答弁  要旨

請願・陳情の受付についてお知らせします

　請願・陳情は区政に関する事柄等について、区民の皆さんが直接、区議会に要望できる
制度です。請願には議員の紹介が必要です。議員の紹介がない場合は陳情となりますが、
目黒区議会では請願と同様に処理いたします。
　受付は常時行っていますが、定例会の会期中の委員会で審査するためには、事務の手
続き上、会期の約１週間前（区役所が休みの日を除く）までに提出していただいていま
す。この締切日は、めぐろ区議会だより・めぐろ区報・目黒区議会ホームページでお知ら
せしています。請願・陳情は直接提出していただくことを原則とし、郵送によるものは
審査しないことがあります。平成２６年第１回定例会で新たに請願・陳情の審査を希望さ
れる場合は、２月１２日（水）正午までに提出してください。

＜問い合わせ＞区議会事務局議事・調査係　☎03-5722-9414

＜児童館・学童保育クラブの充実＞
児童虐待、アレルギー児、障害児への対
応など課題は複雑化している。（1）専門
的な委員会を設置して課題や対応策を検
討せよ。（2）定員オーバー解消のため学
童保育を増設せよ。（3）経費や人員の削
減を子どもの安全と成長より優先させる
学童保育の民間委託をやめよ。
区長　（1）保育ニーズ、利用者等の声を把
握した施策の構築が責務であり、それら
を子ども施策推進会議に投げかけていく
べきと考える。（2）施設見直しと今後のあ
り方検討と合わせて、運営形態･環境整備
の対策を図っていく。（3）限られた財源を
有効活用し、多様なニーズに応えていく
必要がある。所定の手続きを踏み、委託
化計画の丁寧な説明をしていく。
＜安心できる高齢者の住まいの増設＞

（1）高齢者福祉住宅は、倍率が３.９倍と
高く切実な要求だ。来年度も計画の前倒
しで増設せよ。住宅マスタープラン（※）
の目標を超過達成する前倒し計画をつく
れ。（2）区営住宅で孤立死が毎年２～３
人出ている。ひとり暮らし高齢者のため
に導入した生活リズムセンサー（※）を、
区営住宅では希望する６５歳以上の高齢
者に対象拡大せよ。
区長　（1）区有施設の見直し方針との整
合を図りながら、様々な手法による計画
的な整備を検討していく。（2）生活リズム
センサー事業は、区営住宅に住む方も対
象になるので、関係所管の連携を密にし

て普及に努める。
＜再生可能エネルギーの抜本的な利用促進＞

（1）再生可能エネルギー（※）振興条例を
つくり、「再生可能エネルギー事業化検
討協議会」を設立せよ。（2）太陽光発電の
飛躍的普及など、年次的に再生可能エネ
ルギーの種類や発電量の目標を決めて取
り組め。
区長　（1）振興策については、事業の執行
方法なども含め、調査・研究していく。（2）
利活用可能な再生可能エネルギー機器の
種類や普及動向などを精査しながら、実
施計画に基づく事業を着実に実施し、再
生可能エネルギーの普及促進に努める。
＜ＪＲ跡地売却の中止＞
財源確保を売却方針への変更理由にして
いるが、緊急財政対策による目標額は超
過達成し、歳入も見込みより大幅に増収
し史上最高の黒字だ。売却せず特養ホー
ムや保育園、区営住宅など福祉や防災緑
地に使え。
区長　地元の懇談・協議会の意見要望を
聞きながら、都区の共同開発事業に取り
組んでいく。売却の方向で進め、福祉施
設の整備は想定していない。

＜区有施設見直し有識者会議の意見書>
　青木区長の区議会・区民無視は、断じて
許せない。区長失格である。
　青木区長の私的諮問機関である区有施
設見直し有識者会議（※）が、１年間かけ
て10月末に意見書を提出した。しかし、
青木区長は報告することはないとして、
区議会の特別委員会、議会運営委員会に
は何ら説明せず。ところが、青木区長は
記者会見を開き、意見書の内容や見直し
に関しての考えを説明したのだ。こんな
議会や区民をバカにしたやり方はない。

（1）なぜ青木区長は、議会より記者会見
を優先させたのか。（2）意見書は月並み
なこと、抽象的なことばかりで役に立た
ない内容だが、どう受け止めたか。
区長　（1）区有施設見直しは区の最重要
課題であり、昨年度以来、記者会見ごとに
進捗を説明してきた。今回も最新情報と
して、有識者会議から提出された意見書
について説明をしたものである。記者会
見は、区政の方針や政策などを、区民に情
報発信できる好機と考えている。（2）大き
な三つの課題を踏まえた上で、見直しの
方向性、具体的な見直しの手法、区有施設
のあり方について、専門的見地から意見
をいただいた。意見書の内容をどこまで

＜空き家の適正管理＞
老朽危険家屋は倒壊などの危険があり、
区民の安全を守る対策が必要である。

（1）老朽危険家屋に対する区の対応方針
を伺う。（2）行政代執行実施の可否を問
う。（3）空き家を防ぐための対応窓口設
置に対する考えを問う。
区長　（1）危険な状態に至った課題に対
応するため、案件にかかわる所管が合同
で対応することとしている。（2）現在の、
関係者への任意の要請で解決できない場
合は、行政代執行を含め、法に基づき適切
に対処する。（3）今後の検討課題として、
調査・研究していく。
＜区有施設見直し＞

（1）区有施設にテナントを募集すること
で家賃収入を得ることはできないか所見

＜窓口改善対策＞
聴こえ支援スピーカー（※）を庁舎窓口
や大会議室、学校等に設置し、話す側から
積極的に対策をとること。軽い難聴者に
は耳鼻科受診を勧め、早期対策を行うこ
とで生活の質が向上する事を啓発すべ
き。
区長　平面スピーカーの設置について
は、使用方法や効果、経費など、様々な観
点から調査研究していく。軽い難聴者の
早期対策については、医療機関につなげ
られるよう検討していく。
＜小学校担任サポート体制＞

（1）現在、学校には学習指導講師が各小学
校１名配置されているが万全とは言えな
い。担任のフォロー体制を強化するため
に２名に増やすべき。（2）担任が１カ月
以上欠勤になった場合講師が派遣される
が、担任は副校長か他の教員が務めるこ
とになる。臨時の担任では子どもたちに
とって良い環境とは言えない。将来的に
各学年１人の副担任制を目指し、現在小
学校２年生までの35人学級を６年生ま
でに広げるように、国に働きかけをせよ。

区の方針に反映できるのか、どのように
実行していくのかが、今後検討すべき課
題と認識している。
＜目黒区財政白書2012＞
財政白書2012の積立基金の強制積立
は、意図して決算剰余金をつくる偽装で
ある。地方財政法にも抵触する脱法的な
やり方ではないか。
区長　例年、決算剰余金が発生すること
から、見込額を繰越金として当初予算に
計上。平成25年度からは、財政計画や当
初予算編成の段階から明確に積み立てを
意識するよう努めた。基金への積み立て
をあらかじめ計上することが決算剰余金
を作るということではない。
＜区立図書館の開館時間制限＞
区立図書館の中目黒駅前、洗足、緑が丘の
３館の利用時間制限は、区民の権利剥奪
だ。特に高齢者は大打撃。時間制限を撤
廃し、通年開館できないか。
教育長　開館時間や開館日については、
区の財政状況や施設見直しの状況を踏ま
えながら、引き続き検討していく。

を伺う。（2）学校の空き教室の活用方法
に対する区の所見を伺う。
区長　（1）歳入確保の観点も含め、今後、
他自治体の事例なども踏まえながら、調
査・研究を進めていく。（2）現在、検討を進
めている区有施設見直し方針案の中で、
中長期的視点を持って取り組んでいく。
＜外郭団体補助金見える化＞
補助金の多くが外郭団体人件費に使われ
ている団体があることを踏まえ、補助金
査定プロセスを公表できないか所見を伺
う。
区長　補助金交付の評価方法が各所管で
異なるため、財政的視点も踏まえた評価
制度を構築していく中で、事業評価の公
表についても検討していく。

教育長　（1）学級担任の一時的不在時は、
教科等学習指導は非常勤講師、学級担任
業務は副校長・他教員が連携した対応が
適切と考え、学習指導講師拡充の対応は
しない。（2）副担任制については、学校教
育充実のため、手厚い教員配置を、特別区
教育長会を通じて国・都に要望していく。
学級編制は、都の学級編制基準に基づき
実施していくが、関係法令や学級編制基
準の改正について、特別区教育長会を通
じて引き続き要望していく。

【用語解説】
※住宅マスタープラン：「目黒区住宅基本条例」
に基づく、住宅政策を総合的かつ計画的に推
進するための住宅基本計画。
※生活リズムセンサー：一定時間内に高齢者の
動きがない場合に探知するセンサー。
※再生可能エネルギー：地球環境に対して負荷
の少ない自然界のエネルギー。

【用語解説】
※	区有施設見直し有識者会議：中長期的視点に
立った区有施設の見直し方針を策定するに当
たり、専門的な意見を聴くために設置した会
議。

【用語解説】
※聴こえ支援スピーカー： マイクを通して声を
聞きとりやすくするスピーカーで、難聴の人
でも声が聞き取りやすくなる。
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学童保育の充実、高齢者の
住まい、自然エネルギー条例を

無所属・目黒独歩の会　須藤 甚一郎　議員

青木区長が区議会無視、
記者会見優先！ 絶対に横暴許すな！

秋元 かおる　議員

区資産の有効活用と
透明性確保で安全な目黒を実現

広吉 敦子　議員

難聴者支援と小学校
担任サポート体制を強化せよ

＜町会・自治会への新たな支援＞
（1） 町会・自治会の加入率は長期的に低
下傾向にある中、東日本大震災を契機に、
日常生活での近所付き合いで生まれる地
域の絆が命を守る。町会・自治会活動、地
域行事の参加は災害時の共助につなが
る。「町会・自治会への加入促進及び地域
社会の活性化を進める条例」について早
急に取り組め。（2）町会事務所や倉庫な
ど建物の耐震補強や改修・改善、建替えな
ど国及び関連団体や東京都と連携、町会・
自治会への様々な補助対象事業などしっ
かり取りまとめをし、町会連合会へ周知
し、区独自の補助も考えよ。町会事務所
や倉庫を所有していない町会・自治会に
対しても活動支援となる拠点の提供を考
えよ。
区長　（1）加入状況が低下傾向にあり、活
動に影響を及ぼすことについては懸念し
ている。町会・自治会が行う事業の支援
の充実に加え、地域社会を活性化し地域
活動の参加を促すために効果的な施策
を、条例制定も含め調査・研究していく。

（2）町会・自治会活動に伴う施設の確保
は、自らの財源によることが原則と考え
るが、地域コミュニティー形成や社会福

＜障害者福祉施設の充実＞
（1）放課後等デイサービスは、既存事業
の充実か、別な事業を始めるのか。（2）日
中の活動場所の現状と今後の定員充実に
ついて伺う。（3）さらに障害者グループ
ホームが必要になるが、現状と今後の施
設整備の進め方を問う。
区長　（1）新たに創設された事業で、早期
実施を目指し、改定予定の障害者計画に
反映させる。（2）２０カ所の施設で２６事業
を行っている。大橋えのき園拡張ほか施
設の有効活用で定員増を図る。（3）１３カ
所、定員６９人。今後も民間のノウハウを
活用しながら整備に努める。
＜予防接種への対応＞

（1）４ワクチン(※)の定期接種化の動き
はどうか。（2）定期接種化された３ワク
チン(※)予算は一般財源で計上されてい
る。今後４ワクチンが定期接種化された
場合、国の財政支援はあるか。ない場合

祉に寄与していることを鑑みると、財政
的支援は大きな課題であるため、今後検
討する。また、区が保有する行政財産の
目的外使用に当たっては、様々な条件が
あるので、個別に対応していく。
＜住区住民会議制度と町会・自治会の関係＞

（1）目黒区独自に積み上げてきた住区住
民会議制度について長所と短所がある。
区は地域の特性を生かした活動など、ど
の程度把握しているのか答えよ。（2）地
域コミュニティーには、住区住民会議制
度の下支えとなる町会・自治会組織への
積極的な支援がなくては、次世代への発
展はあり得ない。今後の支援体制につい
て区の方向性と考え方を示せ。
区長　（1）留学生との交流会、特別養護老
人ホームとの交流、商店街やスポーツ団
体などとの地域の美化活動等、地域資源
を生かし工夫を凝らした活動を実施して
いる。近年は、東日本大震災を教訓に、小
学校を活用した避難所運営訓練、AED
操作など人命を守る取組みまで多様であ
る。（2）地域により課題も異なるので、各
町会から情報をいただき、活動している
方と意見交換を重ねながら、支援体制の
検討を進める。

は有料になるのか。（3）法改正で、予防接
種の機会や判断は個人に任せられる。接
種の必要性やスケジュールの周知を、今
以上に丁寧に行う必要があると思うが。
区長　（1）国で検討しているが、具体的な
導入スケジュールは示されていない。 

（2）９割が地方交付税で措置されるが、都
は不交付団体のため財政支援は期待でき
ない。定期接種は自治体事務であり、ほ
とんどの自治体は無料で実施している。

（3）接種時期に合わせた個別通知と、予防
接種の意義やリスクに関する情報提供で
正しい知識を持てるよう努める。
＜東山小学校の改築＞

（1）基本設計からの変更点等、今回の実
施設計の特色を伺う。（2）今回の説明会
で、保護者、地域住民の反応はどうだった
か。（3）区有施設の見直しが進む中で、学
校施設の改築計画の考えを伺う。
教育長　（1）児童用備蓄倉庫配置と体育

＜心のバリアフリー化＞
バリアフリー新法から7年が経過、環境
整備が本来、誰に対して本当に必要なの
か、検証する必要がある。（1）権之助坂は
横断歩行環境整備の計画があるが、整備
後の道路横断中の事故等懸念に対する対
策について伺う。（2）目黒区交通バリア
フリー推進基本構想で、「区民一人ひと
りの理解不足が原因」と課題認識されて
いるが、区民・施設管理者・区の役割と責
任を伺う。
区長　（1）具体的な整備内容は、歩道橋に
代わる横断歩行環境整備の推進とお休
みスペースの確保。横断歩行環境整備は
地元の要望も強く、関心も高いので、早期
の安全環境形成を目指し、都、警視庁と
協議・調整を行っている。（2）区民は、思い
やり協力する役割と理解を深める責任、
施設管理者は、意見を反映したバリアフ
リー化の役割と適正管理の責任がある。
区は、施設のバリアフリー化に協力する
役割と理解促進･啓発活動を行う責任が
ある。
＜地域避難所拡充等＞
都議会で「国の施設を有効に活用できる
よう」との質問に、「都は国に働きかけ公

共施設等、地域の防災力向上に努めてい
く」と答弁。（1）区内国・都公共施設の地
域防災拠点としての活用を積極的に働き
かけよ。（2）中目黒公園は広域避難所に
指定されているが、公共施設を通り抜け
て避難できないか伺う。
区長　（1）避難者の受入施設は不足状況
であり、活用可能な区施設を補完避難所
等として新たに指定した。国・都の施設
に限らず企業・団体と協定を締結し、避難
所の活用を検討していく。（2）区の管理下
にないため、安全性の問題等を施設管理
者と検証する必要がある。地域の要望に
沿った対応を行うよう調整に努めてい
く。

館天井等の耐震性強化、ＬＥＤ照明（※）の
採用、特別支援学級の配置変更である。

（2）校庭の使用制限、騒音の児童への配
慮、児童の安全等の質問があった。（3）目
黒らしい学校教育を推進できるよう、学
校環境の改善、整備に努める。
＜区立中学校の統合の推進＞

（1）新校の重点的活動ビジョンは、どの
ように検討を進めているか。（2）南部・西
部地区の区立中学校統合に向けた取組み
の進捗と今後の進め方を問う。
教育長　（1）未来に大きく羽ばたいてい
ける生徒の育成を目指して検討してい
る。（2）基礎データ集の作成、課題抽出を
行っている。整理ができた段階で公表し

意見を伺う。
＜理科教育の推進＞

（1）観察実験アシスタントの導入検討に
ついて伺う。（2）小中学校で観察実験ア
シスタントを導入した場合の期待される
効果を問う。
教育長　（1）積極的に検討していく。（2）
科学的な見方や考え方を養う活動の一層
の充実が期待できる。

【用語解説】
※４ワクチン：水痘、おたふくかぜ、成人用肺
炎球菌、B型肝炎。
※３ワクチン：子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ
ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン。
※ LED照明：発光ダイオード（LED）を使用し
た高信頼性・長寿命の照明。

刷新めぐろ　青木 早苗　議員

障害児支援の強化と
学校環境の改善、整備を

自由民主党目黒区議団　赤城 ゆたか　議員

町会への加入促進条例を制定し、
活動支援を拡充せよ！

公明党目黒区議団　佐藤 ゆたか　議員

「全ての人にやさしい街・
安心安全の目黒」を目指せ！
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